
設計業務等標準積算基準の改定について

～令和８年１０月１日改定～

福島県土木部技術管理課

資料１－１



2

主な改定内容

改定項目 対象 変更概要 県基準書対応頁 県仕様書への反映

① 用地測量
土地登記に係
る現況写真撮

影
削除 －

土木関係委託積算基準への移行に
伴い削除

② 空中写真測量
空輸時間・撮
影運航時間

算定式の変更
1-2-52
～62

国交省改定の記載内容を反映

③ 航空レーザ測量
空輸時間・計
測運行時間

算定式の変更
1-2-74
～78

国交省改定の記載内容を反映

④ 三次元点群測量
UAV写真・地
上・UAVレー

ザ測量
積算体系の見直し

1-2-84
～86

国交省改定の記載内容を反映

⑤ 機械経費率等 各測量作業 数値の更新
1-2-87
～91

国交省改定の記載内容を反映

■ 測量業務

・長年見直しのなかった県独自基準を削除し、実態調査に基づき

更新を行う土木関係委託積算基準へ移行

・作業規程の準則の改定に伴い、積算体系及び運航時間算定方法の

見直しを実施。

※その他、国交省改定内容において、細かい文言の見直しが存在するため、対応する県仕様書ページへ反映
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主な改定内容

改定項目 対象 変更概要 県基準書対応頁 県仕様書への反映

① 地すべり調査歩掛 地下水位測定 歩掛の見直し 2-2-36 国交省改定の記載内容を反映

同上
パイプ式歪計
による調査

歩掛の見直し 2-2-39 国交省改定の記載内容を反映

同上
挿入式孔内傾

斜計
歩掛の見直し 2-2-40 国交省改定の記載内容を反映

■ 地質調査業務

・国交省の歩掛実態調査による歩掛の見直しを実施

・使用実態を調査し、近年の使用がほぼ無い県独自基準の削除

※その他、国交省改定内容において、細かい文言の見直しが存在するため、対応する県仕様書ページへ反映

改定項目 対象 変更概要 県基準書対応頁 県仕様書への反映

① 道路予備設計
道路予備設計

A
歩掛の見直し 2-2-39 国交省改定の記載内容を反映

同上
道路予備設計

B
歩掛の見直し 2-2-40 国交省改定の記載内容を反映

②河川構造物設計 護岸予備設計 削除 － 使用実態が無い県独自基準の削除

※その他、国交省改定内容において、細かい文言の見直しが存在するため、対応する県仕様書ページへ反映

■ 土木設計業務
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主な改定内容

・国交省の歩掛実態調査による歩掛の新設・見直しを実施

改定項目 対象 変更概要 県基準書対応頁 県仕様書への反映

① 橋梁定期点検業務 業務内容等 歩掛体系等全面改訂 2-2-36
国交省改定の記載内容を反映
なお、福島県は土木関係委託積算
基準の「橋梁点検業務」で対応

② 道路トンネル定期点
検業務

新設 歩掛の新設 2-2-39 国交省改定の記載内容を反映

■ 調査・計画業務

※その他、国交省改定内容において、細かい文言の見直しが存在するため、対応する県仕様書ページへ反映

■ その他（土木関係委託積算基準の改定）

改定基準 有効期限 変更概要

① 土石流基礎調査 Ｒ8.9.30 歩掛改定（時点更新）

② 急傾斜地基礎調査 Ｒ8.9.30 歩掛改定（時点更新）

③ 地すべり基礎調査 Ｒ8.9.30 歩掛改定（時点更新）

④ 橋梁耐震補強詳細設計 Ｒ8.9.30 歩掛改定（時点更新）

⑤ 橋梁点検 Ｒ8.9.30 歩掛改定（時点更新）

⑥ 電線共同溝台帳整備 Ｒ8.9.30 歩掛改定（時点更新）

⑦ モルタル吹付法面点検 Ｒ8.9.30 歩掛改定（時点更新）

⑧ 土地登記に係る現況写真撮影 新設 新たに基準化

⑨ 落石防護網設計 Ｒ8.9.30 使用実態が極めて少ないため、今後は個別見積対応
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測量 ①用地測量
■ 土地登記に係る現況写真撮影業務の削除

長年見直しの無かった県独自基準を削除し、実態調査に基づき更新を行う

土木関係委託積算基準へ移行

旧P1-2-49より抜粋
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測量 ②空中写真測量
■ 空輸時間・計測運行時間の算定式の変更

空輸時間及び撮影運航時間の算定式を見直し、実態に即した積算となるよう改定

新 旧

資料１－１

P1-2-52～62



7

測量 ③航空レーザ測量
■ 空輸時間・計測運行時間の算定式の変更

空輸時間及び撮影運航時間の算定式を見直し、実態に即した積算となるよう改定

新 旧 P1-2-74～78
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測量 ④三次元点群測量
■ 積算体系の見直し（例：UAVレーザ測量）

作業規程準則の作業工程に対応した歩掛を新たに制定・現行の歩掛の改定
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測量 ⑤機械経費等
■ 数値の更新

各経費率の見直しに伴う数値の改定

新 旧
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地質調査 ①地すべり調査
■ 歩掛の見直し（例：挿入式孔内傾斜計）

国交省の歩掛実態調査による歩掛の見直しを実施
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土木設計 ①道路予備設計
■ 歩掛の見直し（例：道路予備設計Ａ）

国交省の歩掛実態調査による歩掛の見直しを実施
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土木設計 ①道路予備設計
■ 延長補正式の追加

設計延長が1ｋｍ未満の設計において、実態に合わせ補正係数の設定を行う
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土木設計 ②河川構造物設計
■ 護岸予備設計の削除

■課題

・長期間改定されておらず、現行の運

用実態との乖離が発生

・使用実態調査の結果、近年の活用実

績は極めて限定的

・適用要否は現場条件に左右され、道

路事業のように改修事業における

必須性は低い

定型化が難しく基準化が困難なため、

今後は個別見積対応とする
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調査・計画業務 ①橋梁定期点検業務
■ 歩掛体系等全面改定

※福島県は基本的に独自基準で対応しているため、あくまで参考
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調査・計画業務 ②道路トンネル定期点検業務
■ 歩掛の新設

国交省の歩掛実態調査により、新規歩掛として策定
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（参考）国交省新旧対照表
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